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2025 ～ 2026年度　国際ロータリー　フランチェスコ・アレッツォ 会長テーマ

UNITE FOR GOOD　よいことのために手を取りあおう
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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00　〈食　事〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．退会会員挨拶……松村　文登 会員

	 ９．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 10．幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（３／９）……

	 　　職場例会（職業奉仕委員会）

	 　　12：00 ～食事

	 　　12：30 ～ 14：30　例会・見学

	 　　於：小林クリエイト株式会社

	 　（３／16）……休　会

	 　　　　　　　 （定款第７条第１節（d））

　13：00　15．本日のプログラム

	 　　卓話　「ロータリーと米山梅吉」

	 　　講師　公益財団法人米山梅吉記念館

	 　　　　　　理事長　松
まつ

村
むら

　友
とも

吉
よし

 様

	 　　　　　　　　　　　　（焼津RC）

	 　　　　　　（紹介者　久米　博明 会員）

	 16．謝　辞

	 17．点　鐘……〈会　長〉

	 18．閉会宣言

　13：30	 19．散　会

出 席

会員総数　94名　　出席免除　21名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　89名

欠　席　６名　　出席率 93.26％

前々回（２／９）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）地区より次年度の出向の委嘱状が届いております

ので、お渡しさせて頂きます。

　社会奉仕委員会　　　委　　員� 岡本　知樹 会員

　職業奉仕委員会　　　委　　員� 黒田　栄一 会員

　国際奉仕委員会　　　副委員長� 磯部　一智 会員

　補助金委員会　　　　委　　員� 山下　雅則 会員

　米山記念奨学委員会　委　　員� 澤田　昌秀 会員

２）第2760地区西三河分区倉田ガバナー補佐、知立

ロータリークラブ山本会長、安井 IM実行委員長よ

り IM参加のお礼状が届いております。

３）２月度ゴルフ例会が、２月19日㈭三甲ゴルフ倶楽

部京和コースで開催されました。グロス84、ネット

73.2で、加藤英樹会員が優勝されました。

４）２月21日㈯ IM第３部懇親会において開催された

「クラブ対抗パフォーマンス大会」において刈谷ロー

タリークラブが優勝しました。
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幹 事 報 告

１）本日例会終了後に特別会議室にて、第９回の理事

会を開催致します。関係の会員はご出席をお願い致

します。

会 長 あ い さ つ

近藤　純子

　皆さん、こんにちは。本日は刈谷

ロータリークラブの創立72周年の記

念例会です。私たち刈谷ロータリー

クラブは、1954年３月８日に創立さ

れて72年になります。

　ロータリークラブは、1905年２月

23日に、アメリカ・シカゴにおいて、

ポール・ハリスを中心とする４人の仲間によって、初の

クラブ例会を開き、始まりました。「仲間のあいだで友

情を深めたい」というハリスの願いのもとに集まった４

人の会合は、職業人同士の親睦を基盤に、やがて国境を

越え、現在では200を超える国と地域に広がり、約120万

人の会員からなる世界最大級の奉仕団体へと成長してい

ます。その世界的なロータリーの輪の中で、日本には現

在およそ2,200前後のロータリークラブがあり、約10万

人の会員がいるそうです。私たち刈谷クラブも、その一

員として、この地で72年にわたり活動を続けてまいりま

した。

　刈谷ロータリークラブは初代会長の石田退三氏はじめ

24名のメンバーでのスタートでした。創立に尽力された

先輩方は、刈谷の未来、そして日本の行く末を見据えな

がら、ロータリーの理念をこの地域に根付かせようと、

このクラブを立ち上げられ、その志は、歴代会長はじめ

会員の皆さんによって、今日まで大切に受け継がれてい

ます。

　先輩方が築いてこられた歴史を振り返るとき、改めて、

伝統と格式のある刈谷ロータリークラブの72代会長を務

めさせて頂いていることに、身の引き締まる思いがします。

　創立記念日にあたり、刈谷クラブの礎を築き、刈谷ク

ラブの良き伝統と格式を醸成してこられたすべての先輩

方に、心からの感謝と敬意を表しますとともに、72年の

歴史の重みを胸に刻みながら、現会員の皆さんと共に、

誇りをもって、みんなが笑顔になれるように良いことの

ために手をとり合って、活動していきたいと思います。

　

　さて、ロータリーの奉仕事業の中で、日本ならではの

ものがあります。それが、米山奨学金事業です。

　米山奨学金は、日本のロータリークラブが独自に運営

している事業です。

　日本で学ぶ外国人留学生を支援し、将来それぞれの国

や地域、そして国際社会で活躍する人材を育てることを

目的としています。この事業の特徴は、奨学金を「渡し

て終わり」にしない点にあります。

　奨学生には世話クラブが付き、さらにカウンセラーと

　　　　　　

してロータリアンが一人ひとりに寄り添い、学業だけで

なく、生活や人とのつながりも支えています。

　これまでに134の国と地域から、累計２万４千人以上

の若者が巣立っているそうです。日本のロータリーが世

界に誇る奉仕のかたちだと言えるのではないでしょうか。

　本日は卓話に、米山梅吉翁の精神を今に伝える、米山

梅吉記念館の理事長をお迎えしております。創立記念例

会に、日本のロータリーの礎を築いた米山梅吉翁の理念

に触れることができることは、とても意義深いことだと

思っております。私も拝聴し、勉強させて頂きたいと思

います。

　本日もどうぞよろしくお願い致します。

退会会員あいさつ

松村　文登  会員

お 祝 い

３月の会員の誕生日…加藤真治、内藤昇、野村紀代彦、

神谷強、角谷広高、加藤英樹、宮地秀将、髙橋正典会員。

配偶者の誕生日…久米直美（博明）、毛受清美（豊）、

　黒田加代子（栄一）、加藤由美子（英樹）、

　山下美和（雅則）、杉浦美紀（祐介）様。

結婚記念日…内藤耕造、橋本恭典、今村順、下谷敏朗、

松村文登、北澤亮二、石川友美、丸山和則、

　尾崎秀典会員。

３月度入会記念日…原田光二、岡本巧、出口達也、

　中川耕児、佐野彰彦、都築浩介、岡本知樹会員。

卓 話

「ロータリーと米山梅吉」

 講師　公益財団法人米山梅吉記念館 

理事長　松村　友吉  様  　

１．自己紹介

２．「ロータリーと米山梅吉」

　⑴　記念館からのメッセージ

　　�　ロータリーは「奉仕の人」を

育てるところ

　「奉仕の人」とは、人のために尽

くして、それを自らの喜びとする人

　　　「奉仕の人」の代表が、米山梅吉である
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　⑵　米山梅吉の生涯

　　３つの特徴

　　　１．青雲の志

　　　　�　沼津中学２年生の時、家出をし、３日３晩歩

いて箱根山を越え、東京に出る。

　　　　�　その後苦学し、アメリカに渡り、８年間見聞

を広め、帰国する。

　　　２．家族の不幸

　　　　�　21歳の長男、20歳の次男を、５年の間に亡く

したが、それを乗り越えて、仕事と奉仕に人生

を捧げた。

　　　３．奉仕の人生

　　　　�　ロータリークラブを日本に初めて創設しただ

けでなく、三井報恩会の理事長として、多くの

慈善事業を推進し、また、私財を投げうって、

小学校・幼稚園を経営した。

　⑶　米山梅吉記念館の現状とこれから

　　�　もっと多くの全国のロータリアンが来館して頂け

るように、受け身でなく能動的に情報発信し、財政

基盤も安定化させていく。

　⑷　新しい寄付体系

　　a．米山梅吉コーポレーター　クラブが会員

� 10000円／年

　　b．米山梅吉フェロー　個人が会員� 3000円／年

３．AI 米山梅吉の挨拶

２月度刈谷 RC ゴルフ例会

令和８年２月19日㈭

於：三甲ゴルフ倶楽部　京和コース

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 加藤　英樹	 84	 10.8	 73.2

	 ２　位	 塚本　幸夫	 92	 24.2	 67.8

	 ３　位	 盛田　豊一	 85	 15.8	 69.2

	 Ｂ　Ｂ	 加藤大志朗	 117	 33.6	 83.4

第 ９ 回 理 事 会

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　題

１．３月・４月のプログラム（案）について

	 〈クラブ奉仕委員長〉

	 〈プログラム委員長〉

２．職業表彰について� 〈職業奉仕委員長〉

３．三河ベイフットボールクラブへの支援金について

〈社会奉仕委員長〉

４．その他

Ⅲ　会場監督の所見


